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安全・安心なインターネット等利用環境づくり事業 私学振興・青少年課 1 / 1

大分県少年の船運航事業 私学振興・青少年課 1 / 1

青少年等自立支援対策推進事業 私学振興・青少年課 1 / 1
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あ主要な施策の成果（事務事業評価）令和５年度実績【施策コード：Ⅲ－１－(６)】ｱ

No. 成 果 指 標 達成度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 評価

 ① 2,642 ③ 目標値 70 71 72

 ( H28 ～ ) ② 952 ④ 実績値 66 64 －

 [％] 達成率 94.3% 90.1% －

 目標値 80

実績値 47

達成率 58.8%

No. 成 果 指 標 達成度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 評価

 ① 24,856 ③ 目標値 246 252 255

 ( S55 ～ ) ② ④ 実績値 250 253 －

 [累計：人] 達成率 101.6% 100.4% －

 目標値 278

実績値 772

達成率 277.7%

No. 成 果 指 標 達成度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 評価

 ① 48,942 ③ 目標値 2,000 2,000 2,000

 ( H19 ～ ) ② 3,500 ④ 実績値 2,281 2,394 －

 [件] 達成率 114.1% 119.7% －

 目標値 150

実績値 141

達成率 94.0%

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

1

安全・安心なインターネット等利用環境づくり事業 ①中学生・高校生ICTカンファレンスの開催
　　中高生がネットモラルやICTの利活用等をテーマ
　に議論するワークショップを開催

②啓発物品の作成・配布
　　子どもがインターネットを安全安心に利用できる
　よう啓発資料を作成し、公立幼稚園、認定こども
　園、公私立小学校の保護者に配布 　ネット利用実態調査に基づき作成したパンフレットを保護者

に約８万枚配布し、家庭のルールづくり等の重要性を啓発する
ことができた。
　今後は、ICTカンファレンスの参加者確保に向けて内容の充実
及び周知を図り、安全・安心なインターネット等の利用環境づ
くりを推進する。

[人]

目標値
予算額 決算額

家庭でのルールづく
りの割合

Ｂ私学振興・青少年課

　青少年等のネットモラル・リテラシーの向
上や青少年を有害環境から守る気運を醸成す
るため、中高生対象のワークショップの開催
や低年齢層保護者向けの広報・啓発資料の配
付を行う。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

中学生・高校生ICTカ
ンファレンス参加者
数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

達成率(0) (0)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値

3,800 3,594

決算額
(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)

実績値

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　新型コロナウイルス感染症等の影響により船舶の利用ができ
なくなったため、飛行機に切り替え、現地研修を主体とした行
程により実施した。共同体験活動等を通して、団員の社会性や
コミュニケーション能力の育成、中高生・成人スタッフのリー
ダー育成を図ることができた。
　今後も「少年の船」の理念やノウハウを継承し、研修内容等
の更なる充実に取り組む。

[小学生：人]

リーダー・班長研修
の開催

目標値 6予算額

大分県少年の船運航事業 ①大分県少年の船実行委員会への補助
　・本研修「少年の翼」（12月23～26日）
　・リーダー事前研修（１回）
　・班長・副班長・リーダー研修（８回）
　・総合事前研修会（２回）
  ・総合事後研修会（１回）
　・運営委員会（10回）
　・実行委員会（２回）
　・次年度へ向けたプログラム等検討委員会（２回）

参加した社会人リー
ダー数

Ａ私学振興・青少年課

　大分県の明日を担う青少年の健全な育成を
図るため、学校や家庭では体験できない異文
化体験や冒険体験及び集団生活を通じて、青
少年の社会性を養いながら、生きる力を育
む。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

応募者数

事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額
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事 業 名 ・ 事 業 概 要 ・ 事 業 費 主 な 事 業 内 容 主 な 事 業 内 容 ご と の 決 算 額

3

青少年等自立支援対策推進事業 ①子ども・若者総合相談センター／ひきこもり地域支
　援センターの運営
  ・電話相談員、専門相談員、訪問支援員、市町村支
　　援員、社会参加支援員による相談支援
　・大分県子ども・若者支援地域協議会の運営
　・当事者・家族の居場所作り
　・多職種専門家会議等の開催
　・ひきこもり支援ネットワークの構築

②おおいた青少年総合相談所の運営
　　おおいた子ども・若者総合相談センター／おおい
　たひきこもり地域支援センター、児童アフターケア
　センターおおいた、おおいた地域若者サポートステ
　ーションの４機能をワンストップで相談を受ける
　「おおいた青少年総合相談所」に３機関の調整を行
　うためのコーディネーターを配置

8
25,255 24,856

達成率 133.3%(0) (0) [回]

連携先支援機関・団
体数

目標値 57予算額 決算額

達成率 170.2%(0) (22,672)

(うち翌年度繰越額) (うち国庫支出金)
実績値 97

53,049 52,442

子ども・若者総合相談
センター／ひきこもり
地域支援センター相談
件数 Ａ私学振興・青少年課

　ニートやひきこもり、就労等社会的自立に
困難を抱える青少年及びその家族を支援する
ため、子ども・若者総合相談センター／ひき
こもり地域支援センター及びおおいた青少年
総合相談所（大分市中央町）を運営する。

主 な 活 動 指 標 と 達 成 率

子ども・若者総合相談セ
ンター/ひきこもり地域
支援センターの周知・広
報件数

事業の成果・社会情勢の影響を踏まえた取組・今後の方針

　不登校の中高生がひきこもりにならないよう、センターの市
町村支援員を増員して在学中から支援に関わるなど、市町村等
との連携強化とともに相談窓口の周知を図った。また、新たに
社会参加支援員を配置し、当事者の仕事の切り出しや居場所の
開拓等社会参加に向けての直接支援を行った。
　今後も会議開催のほか、市町村支援情報や居場所などを発信
する社会資源WEBサイト「このゆびとまれ」の活用を促進し、市
町村との連携強化、後方支援に取り組む。

[件]

[団体]

－1－


